
て OBFニューロンか反応するものと考えられる｡また

LIIニ3.-ロンはレバー押し嗣0.6秒からその｡'ul前まで

抑制されるが.これは ii)および王ii)に述べた OBFニ

ューロン活動上界によって抑爪は れるものと考える｡こ

の根拠はOBF刺Ln!tによって LHニューロンが抑n,TJされ

ること.ラット,/'ut性火映で OBF刺激によりLIIニュー

ロンは111シナプス比に抑It.T】されることからXfi拙できる｡

また.さらにPy'(剖学的に OBFと LIIは 相互に叫シナ

プス比の純経巡格を71することが証明されている｡以上

からレバー押し択企行動に際しては.OBFとLHはレ

バー押しId前まで密はな伯報交換を行っていると考えら

れる｡

結局 LIIは ●劫挽づU.の発生に.OBFは ､劫挽づ

け.から摂食行動丑山までの ●統合.に3It要な役割を見

たしていると考えられる｡
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摂食中枢と皮質運動の連絡関係の解明

小野 式年 (金沢大 ･医)

大 村 裕 (九大 ･医)

清水 宣明 く同 上)

石橋慎一郎 (同 上)

太田 雅博 (同 上)

目 的

哨乳類の摂食行動の分析すると.行動開始 のた めの

.動扱づU.行動開始までの ●統合.および餌を食べる

●運動義山.に分けられる｡われわれは視床下部外側野

(摂食中枢.LH)は .劫扱づ6.の発生に.前頭葉は

'統合.の部分に重要な役割を持っていることを示唆し

てきた｡またLIIに発生する ､動機づけ.という指令は

摂食行動を起こす皮Tf遊動野 (MC)への最終的な入力

となる｡木研兜ではサルのレバー押し摂食行動およびL

II刺激に対するMCニューロン応答様式をしらペ,LH
とMCntUの迎指を明らかにする｡そして摂食行動への

'動扱づけ.からlTE企行政lIi:過という叔終段階までの神

経伐梢の脈明を口的とする｡

研 究 方 法

アカゲザル く仏式3-5kg)3Wl壷班用した｡i)サル

をモンキチェアーに田足し.FRlあるいは数回でレノヾ

-を押し.択企および飲水をするように訓練した｡右レ

バー押しで大豆が.左レバー押しで水が 出るように し

た｡ii)訓練完成 (5-10日)役 セルニラン麻酔下で手

腕税収のMClTL-ニューロン活動を記録するため単極

ポジショナー川アダブクーおよびいⅠと錐休路 (pT)
を印刷 性に刺批するため同心双極刺激電極を固定した｡

iii)記録は,叫-MCニューロンの放電活動.放電数/

珍.各部位刺激による誘発電位,きき腕の上腕二頭筋ま

たは三頭筋の茄電図.レバー押し記号.および報酬記号

である｡iv)ニューロンの応答様式のm･折は,拭河ヒエ

レット･パッカード2100A ミニコンピュータを班用し

て行った.V)実験終了後ホルマリンにより脳田定を行

い.各電極の位にを碓認した｡
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研 究 成 果

i)pTニューロン:28ニューロンから記録し自発放

Tl城庇は 38土11インパルス/秒あった｡ レバー押し約

1.6秒前から0.4砂間約1/4のニ3.-ロンの放電活動は有意

に城少した.ついでレバ-押し遊動に関係のある放電,

すなわちレバー押しをはさんで前後0.2秒間づつ活動が

上昇した｡またニューロンの約%は,レバー押しを中心

として前後0.8秒づつ活動が抑制された｡これらPTニ

ュTロン中にはLH刺激で逆向性および正向性にスパイ

クを生ずるものがあった｡ii)非PTニューロン:28ニ

ューロンから記録し.自発放電頻度は 28土10インパル

ス/秒であった｡PTニューロンと異なりレバー押し1.6

秒前に反応するものおよびレバー押し前後にわたって活

動上昇するものはなかった｡しかしレバー押し前0.4秒

-0.3秒間.あるいはレバー押し後0.4秒間放電活動は上

昇した｡LH刺激によって正向性にスパイクを生ずるニ

ューロンも存在した｡

最近のペルオキシダーゼ法による解剖学的所見はLH

とMC問に相互にiiiシナプス性連絡のあることが判明し

ている｡本研究およびわれわれが報告したLHニューロ

ンの応答様式から.レバー押し1.6秒前に光したLHニ

ューロンの活動上界により直ちにPTニューロンは抑制

される｡非PTニューロンはその抑制がないからLHと

これらニュワロンとの迎路は間技的なものであろう｡レ

バー押しを中心とした前後でのPTニューロンの抑制の

由来にmしては不明である｡しかし前頭丑ニューロンの

あるものはそのT:rJt古動上昇するものがあるからそこから

の影野の可能性もある｡結局㍍企行動の '劫挽づU.香

発生したLIIは '統合.に韮要な役割を果たす前頭某と

だけでなく33【企行動の戊柊的表山を行うMCとも正は的

な情報の交換を行っていると考えられる｡
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条件反応にともなう綬電位変動の皮質内分布

の検討

久保田 新 (早大 ･文)

目的 ヒトでは)的符の裁現とされるCNV.巡動の制 J古

状態とされる準蛸FT'ta位が見山されており.正に条件づけ

られた動物の皮質から強化にともなう変動が沌li.･されて

いる｡これらの電位をアカゲザル皮矧こおいて確認し.

分布を枚討する｡

方法 1.アカゲザル3iiIIを比用し.払化には ジュース

を用いて,ChaindroFRを条件づけた｡droはサルによ

って任意に始められ.一定時間のバー押しが要求 され

る｡一定時間押し続け.そのバー上の lampが点けば

FR に入り,一定数のバー押し後強化される｡この間,

サルは他の前肢で holdbar(反応バーと同型で対側等

位置)を押し続ける｡droは2および5see,FRは 1,

10,20とした｡2.反応安定後.両nrJの frontal,pre-

motor,sensorymotor,inferior-parietalに transco-

rticalに奴塩化奴屯櫨を但性に植え.袈眉閃電樋は故股

下に泣いた｡3.記録は transcortical,表層 bjpolar沈

層 bipolarで行ない.Pop-12A にて averagingして

分析｡4.記録は各 scheduleで反応肢.ホール ド肢を

左右交互にさせて行なった｡これは同一電極対を反応肢

の同肌 対側にする目的から行なった｡

結iLミ 1.dro中の披形を ヒト軌立上113樋堵山記録と比

蚊すると.表面EB･性方向が ヒトにおける桧仕方仙こ一

致した｡2.dro胴始,FR節1反応に際LFB性の1施Fi

400msecほどの電位が反応前 50-300msecから止じ

froJltalでは motorに比べより-Tf･)lJlでゆるやかであっ

た｡3.dro開始前より後約 1secにかけて,frontalに

脱岨 motorおよび scnsorymotorでは FR Dr】始泊

1.5secより脳性の変動が生じdroが良くなるにつれこ

の差は明瞭となったopremotorでは両者の中nLuに脳性
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